
  

2022年5月8日
人間･労使関係自主研究会
会員各位

代表幹事　伊丹 匡哉

人間･労使関係自主研究会　2022年5月例会のご案内

GWの終わりには夏のような暑さもありましたが、いかがおすごしでしょうか？

５月例会は初めて担当いただく会員講師に病院についてお話しいただきます。

講師は異業種から病院に転職されました。私たち労務士は多業種に関わりますが、講師が勤務する

業界をどんな視点で捉えているかも興味のあるところです。皆様のご参加をお待ちしております。

【お問い合せ】　代表幹事　伊丹 匡哉（いたみ まさや）
　　　　　　　　携帯電話　070-5658-6199　　アドレス：itami@v7.com

日　　時 2022年5月20日（金）18：30～20：30

会　　場 大阪府社会保険労務士会館　３階　大会議室　（Zoom併用）

参  加  費 会費以外のご負担はありません

出欠連絡 ５/１３（金）までに「調整さん」で出欠を入力して下さい
メール記載・調整さんのＵＲＬから⇒会場出席○・Zoom出席△・欠席×を選択

Zoom・URL 5/18（水）までにURLをメールで送信します
会費未納のときはURLを送信できません。

お  願  い 会場ではマスク着用をお願いします
発熱やカゼの症状があるときは会場出席を見合わせてください
会場出席等と入力したときも、変更連絡なしでZoom出席してかまいません

社会保険労務士のための病院との関わり方

講師　北 千陽　氏
　当自主研会員　大阪いずみ支部 

【講師紹介】短期大学卒業後、福祉施設に就職。そ

の後、空調機メーカーの情報システム部でインター

ネットを使用した受発注システム関連業務に従事。

現在は、医療機関に事務職員として勤務しています。

在職中に社会保険労務士試験に合格。登録後は事

務職員の立場のみならず、社会保険労務士や経営

者の視点で病院について考える機会が増えました。

「病院ってどんなところ？」人が生きていく上で無くてはならない所ですが、
謎が多い所でもあります。そこで、今回の例会では
・医師、看護師は働きすぎ　・医師の給与は高額　・パワハラ、セクハラは日常的
・労働環境は　・診断書の作成を依頼すると冷たくされる。なぜ
・病院で社会保険労務士資格を有効に活用するには
・医療費を削減するために普段からできること
など、病院の謎に迫ってみたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。
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